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国 民 健 康 保 険 事 業
簡　易　水　道　事　業
病　院　事　業（収益）
病　院　事　業（資本）
下 　 水 　 道 　 事 　 業
介　護　保　険　事　業
介護保険サービス事業
後 期 高 齢 者 医 療
町民保養センター事業

会　　計　　名
一　　般　　会　　計

全　会　計　合　計

令和７年度 令和６年度 比　　較 増減率
52億9,000万円
4億4,000万円
6億5,576万円
8億 300万円
1,960万円

4億2,173万円
3億6,200万円
9,410万円
5,950万円
7,780万円

82億2,349万円

51億3,200万円
4億3,800万円
5億4,863万円
8億1,480万円
9,450万円

4億7,161万円
3億6,300万円
8,840万円
5,940万円
7,830万円

80億8,864万円

1億5,800万円増額
200万円増額

1億713万円増額
1,180万円減額
7,490万円減額
4,988万円減額
100万円減額
570万円増額
10万円増額
50万円減額

1億3,485万円増額

3.1%
0.5%
19.5%
△1.4%
△79.3%
△10.6%
△0.3%
6.4%
0.2%
△0.6%
1.7%

特　
　

別　
　

会　
　

計

予算
一般会計 前年度対比新年度

収入
（歳入）

支出
（歳出）

自主財源
25％

依存財源
75％

地方交付税
26億5,000万円

町税　4億5,001万円
寄附金　1億5,000万円

使用料及び手数料　1億662万円

諸収入等　2億9,225万円
繰入金　3億4,538万円

総務費
11億2,446万円

民生費
8億4,814万円

土木費
10億1,004万円

返済金（公債費）
4億9,218万円

教育費
4億1,691万円

議会費　6,821万円

消防費
1億9,048万円

商工費　2億2,947万円

衛生費
5億4,775万円

労働費　49万円
農林水産業費　3億5,843万円

その他の交付金等
1億9,575万円

国・道支出金
6億9,506万円

借入金（町債）
4億490万円

52億9,000万円52億9,000万円52億9,000万円 3.1%増3.1%増3.1%増



山
本

山
本

　

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

利
用
料
に
つ
い
て
、
毎
年

度
約
6
千
万
円
の
負
担
増

が
生
じ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
国
に
対
し
、

財
政
支
援
を
求
め
る
意
見

書
を
提
出
。

天
塩
町
副
町
長
の
選
任

　

新
た
に
鎌
田
剛
氏
を
副

町
長
に
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
。

　

東
京
で
事
業
者
と
面
会

し
、
チ
ラ
シ
を
4
千
枚
以

上
配
付
し
た
ほ
か
、
町
内

に
も
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す

る
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
金

額
と
な
り
残
念
で
す
。
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
増
や
し

ま
し
た
が
、
寄
附
金
額
が

大
き
い
と
こ
ろ
は
多
く
の

広
告
料
を
か
け
ら
れ
る
状

況
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を

何
と
か
打
破
す
る
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て
、
日
々
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

影
響
が
出
て
き
ま
す
の
で

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

は
令
和
5
年
度
の
約
1
億

2
9
0
0
万
円
に
対
し
、

今
回
の
補
正
予
算
で
は
8

2
0
0
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
町
長
の
考
え
は
。

▲赤字の圧縮が望まれる町立病院

　

こ
ど
も
園
の
入
園
者
数

に
対
す
る
保
育
士
の
人
数

は
、
余
裕
が
あ
る
状
況
な

の
か
。

　

配
置
基
準
は
満
た
し
て

い
ま
す
が
、
マ
ン
パ
ワ
ー

的
に
は
余
裕
が
あ
る
と
は

言
え
な
い
状
況
で
す
。

　

病
院
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
に
つ
い
て
、
12

月
に
続
き
、
今
回
も
3
8

9
0
万
円
計
上
さ
れ
て
い

る
。
病
院
の
維
持
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
は
。

　

非
常
に
危
惧
し
て
い
ま

す
。
1
月
以
降
、
少
し
改

善
傾
向
に
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
繰
出
金
が
増
え

る
ほ
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

　

歳
入
歳
出
に
つ
い
て
、

総
額
を
51
億
8
1
0
0
万

円
と
す
る
補
正
予
算
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

病院事業特別会計繰出金

町道除排雪委託料

歳出（主なもの・増額分）

※事業完了に伴う執行残経費の減などにより、全体
　としては1億7,950万円の減額補正。

3,890万円

4,000万円

一
般
会
計

補
正
予
算
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そ　

の　

他

各
事
業
完
了
に
よ
り

　
　

約
1
億
8
千
万
円
を
減
額

福
祉
課
長

町
長

町
長

石
山

▲封筒や名刺でもＰＲ

▲鎌田 剛 氏

〇町道除排雪委託料と病院事業を増額
〇新たな副町長の選任に同意
〇町道除排雪委託料と病院事業を増

定例会のハイライト定例会のハイライト 第１回
定例会
第１回
定例会
第１回
定例会
3月10日・17日・18日

質
疑
要
旨

意
見
書
を
提
出
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今
後
に
つ
い
て
見
解
は

高
大
連
携
推
進
事
業

予算等審査特別委員会で行われた
質疑の一部をお知らせします。

高大連携

　

今
後
の
高
大
連
携
事
業

に
対
す
る
教
育
長
の
見
解

は
。

　

天
塩
高
校
は
町
に
と
っ

て
重
要
な
学
校
と
と
ら
え

て
お
り
、
教
育
委
員
会
と

し
て
も
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
育
長

山
本

暖
房
経
費
の
圧
縮
は

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
経
費

老人福祉

　

従
来
、
電
気
式
ヒ
ー
タ

ー
を
使
っ
て
い
た
と
思
う

が
、
備
品
購
入
の
内
容
は
。

　

灯
油
ス
ト
ー
ブ
に
置
き

換
え
て
電
気
代
を
抑
え
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
課
長
補
佐

桑
田

参
加
経
費
の
予
算
措
置
を

徹底審査徹底審査
令和7年度予算令和7年度予算

多
文
化
共
生
推
進
経
費

多文化
共生

　

6
年
度
に
交
流
会
を
行

っ
た
際
の
会
費
を
外
国
人

が
働
い
て
い
る
会
社
に
求

め
て
い
た
が
、
町
と
し
て

予
算
措
置
す
べ
き
で
は
。

　

会
費
に
つ
い
て
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

企
画
商
工
課
長

山
本

し
じ
み
資
源
量
の
状
況
は

パ
ン
ケ
沼
底
質
改
善
事
業
補
助
金

しじみ
資源

　

し
じ
み
資
源
の
定
着
の

状
況
は
。

　

平
成
24
年
度
以
降
の
デ

ー
タ
中
、
最
も
枯
渇
し
た

平
成
26
年
度
の
約
89
ト
ン

に
対
し
、
令
和
6
年
度
は

約
1
3
7
ト
ン
で
、
約
1

・
5
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
課
参
事

石
山

今
後
の
事
業
の
内
容
は

敬
老
事
業

敬老会

　

敬
老
事
業
に
つ
い
て
高

齢
者
か
ら
昨
年
は
好
評
だ

っ
た
と
聞
く
。
今
後
の
予

定
は
。

　

対
象
者
に
2
千
円
の
商

品
券
を
配
布
す
る
ほ
か
、

町
民
文
化
祭
と
合
わ
せ
て

合
同
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

福
祉
課
長
補
佐

長
山

委員会の様子はYouTube
で視聴できます。

2日間で （ ）休憩時間
含む8時間6分8時間6分
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支
援
の
在
り
方
は

天
塩
高
校
通
学
費
助
成
金　

ほ
か

高校支援

　

今
年
の
天
塩
中
卒
業
生

19
名
の
う
ち
天
塩
高
へ
の

進
学
は
3
人
と
の
こ
と
。

財
政
的
に
厳
し
い
中
、
今

後
の
支
援
の
方
向
性
は
。

　

検
証
し
、
相
談
の
う
え
、

今
後
の
支
援
の
在
り
方
を

総
合
的
に
考
え
て
い
き
ま

す
。

菊
地

町
長

駆
除
体
制
強
化
を

有
害
鳥
獣
駆
除
経
費

有害鳥獣
対策

　

シ
カ
の
捕
獲
頭
数
が
動

物
焼
却
炉
の
処
理
能
力
の

都
合
で
年
間
5
0
0
頭
と

の
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
も
っ

と
処
理
で
き
る
方
法
を
考

え
て
く
れ
な
い
の
か
。
周

り
が
駄
目
だ
か
ら
駄
目
と

い
う
行
政
で
よ
い
の
か
。

頭
数
の
根
拠
は
。

渡
辺

見
通
し
と
意
気
込
み
は

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業

ふるさと
納税

　

積
立
金
の
予
算
を
1
億

5
千
万
円
と
し
て
い
る
。

町
長
の
意
気
込
み
は
。

　

町
長
が
就
任
し
て
3
年

目
に
な
る
。
5
億
円
と
い

う
公
約
に
町
民
か
ら
は
期

待
し
て
い
る
と
い
う
声
が

多
い
。
任
期
は
ま
だ
2
年

長
山

菊
地

　

西
天
北
の
施
設
で
は
年
間
約
2
千
頭
が
処
理
能

力
の
限
界
で
あ
り
、
7
年
度
に
構
成
5
町
で
3
千

〜
3
5
0
0
頭
処
理
で
き
る
焼
却
炉
を
作
る
こ
と

に
な
り
、
天
塩
町
は
約
2
千
万
円
負
担
金
を
払
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
と
協
議
し
ま
し
た
が
、
焼
却
炉
の
処
理

能
力
、
補
助
金
の
都
合
か
ら
現
実
的
な
数
字
を
設

定
し
予
算
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

町
長

農
林
水
産
課
参
事

間
残
っ
て
い
る
。
方
法
を
い
ろ
い
ろ
考
え
れ
ば
結

果
に
結
び
つ
く
の
で
は
。
考
え
方
は
。

　

専
門
の
課
を
設
け
る
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

採
用
す
る
な
ど
し
な
け
れ
ば
成
果
は
上
が
ら
な
い
。

2
倍
か
3
倍
に
し
て
ほ
し
い
。
町
長
の
考
え
は
。

　

新
た
な
返
礼
品
の
審
査
に
2
、
3
か
月
か
か
る

な
ど
規
制
が
あ
り
ま
す
が
、
役
場
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

町
長

後
藤

合同墓

合
同
墓
設
置
の
考
え
は

霊
園
管
理
経
費　

全
国
的
に
墓
の
継
承
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
中
、

合
同
墓
設
置
の
考
え
は
。

　

皆
さ
ん
に
示
せ
る
よ
う

準
備
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

町
長

山
本
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河
川
公
園
は
雪
捨
て
場
と
化
し
て
い
る

と
聞
く
。

①
降
雪
期
間
の
河
川
公
園
の
管
理
の
範
囲

は
。

②
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
期
間
の
河
川
公
園
管
理

並
び
に
管
理
棟
の
活
用
は
。

③
福
祉
会
館
下
の
雪
捨
て
・
立
入
禁
止
措

置
は
機
能
し
て
い
る
の
か
。

④
雪
捨
て
禁
止
エ
リ
ア
の
定
期
的
な
巡
回

や
監
視
は
。

⑤
雪
捨
て
禁
止
エ
リ
ア
に
お
い
て
川
へ
の

落
下
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
責
任

は
。

①
3
丁
目
か
ら
12
丁
目
ま
で
の
管
理
用
道

路
以
外
の
約
5
万
平
方
メ
ー
ト
ル
で
通
年

管
理
を
し
て
お
り
、
降
雪
期
間
に
つ
い
て

は
積
雪
に
よ
り
利
用
が
不
可
能
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

②
管
理
委
託
期
間
は
5
月
1
日
か
ら
10
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
8
丁
目
の

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
6
丁
目
の
ト
イ
レ
は
11

月
1
日
か
ら
4
月
30
日
ま
で
閉
鎖
と
な
り

ま
す
。

③
昨
年
12
月
に
河
川
公
園
へ
の
雪
捨
て
の

電
話
・
情
報
が
あ
り
、
雪
捨
て
禁
止
の
看

板
と
ロ
ー
プ
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

周
知
す
る
観
点
で
は
機
能
し
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

④
随
時
、
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
許
可
な
く
河
川
や
河
川
敷
地
へ
の
雪
捨

て
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
中
で
の
事
故
で
す

の
で
、
個
人
の
責
任
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
北
海
道
開
発
局
と
連
携
し
、
引

き
続
き
注
意
喚
起
を
行
う
と
と
も
に
、
町

指
定
の
堆
積
場
へ
雪
捨
て
を
行
う
よ
う
周

知
し
、
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

①
随
時
巡
回
と
の
言
葉
に
間
違
い
な
い
か
。

②
河
川
公
園
の
広
場
は
、
防
災
用
に
水
を

確
保
す
る
た
め
除
雪
し
て
い
る
と
思
う
が
、

状
況
は
。

③
河
川
敷
地
で
の
許
可
の
な
い
雪
捨
て
に

伴
う
事
故
は
個
人
の
責
任
と
の
こ
と
だ
が
、

立
入
り
に
対
す
る
町
と
し
て
の
対
応
が
あ

る
と
思
う
。
町
民
に
対
し
て
周
知
す
べ
き

で
は
。
事
故
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
、

町
に
よ
る
管
理
の
一
環
で
は
。

①
定
期
的
に
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
担
当

者
が
外
出
し
た
際
、
巡
回
し
て
い
ま
す
。

②
消
防
か
ら
依
頼
さ
れ
、
火
災
用
の
水
を

く
む
た
め
に
除
雪
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ス

冬
期
の
河
川
公
園
の
管
理
は

事
故
が
な
い
よ
う
管
理
を

町
長

企
画
商
工
課
長

建
設
課
長

が
届
く
よ
う
水
際
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
雪
を
押

し
て
い
ま
す
。

③
事
故
の
未
然
防
止
、
施
設
を
傷
め
な
い

こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
可
能
な
も
の
は
し

っ
か
り
指
導
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

▲雪捨て禁止の看板（天塩川河川公園）

▲除雪は冬期の大きな課題
石山 直継 議員
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一般質問
　

中
央
町
民
会
館
は
、
一
部
町
内
会
の
町

内
会
館
、
自
衛
隊
の
宿
泊
施
設
、
葬
儀
会

場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

①
委
託
管
理
状
況
に
つ
い
て
、
作
業
日
報

の
内
容
は
。

②
小
破
修
理
に
係
る
確
認
方
法
は
。

③
中
央
町
民
会
館
を
避
難
場
所
と
し
て
利

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
た

場
合
、
最
低
限
の
災
害
対
策
備
品
や
食
器

等
を
備
蓄
し
て
お
く
べ
き
で
は
。

①
委
託
事
業
者
に
よ
る
暖
房
機
器
等
の
消

火
確
認
、
灯
油
等
の
閉
栓
確
認
、
各
室
の

清
掃
、
施
錠
確
認
の
ほ
か
、
夏
は
周
辺
の

草
刈
り
、
冬
は
玄
関
前
の
除
雪
な
ど
の
業

務
実
績
を
記
載
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

②
委
託
事
業
者
や
利
用
者
か
ら
指
摘
を
受

け
た
際
な
ど
の
状
況
確
認
と
応
急
対
応
が

可
能
な
場
合
は
担
当
部
署
が
行
い
、
内
容

に
応
じ
た
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

③
冷
蔵
庫
や
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
、
急
須
、
湯

呑
み
茶
碗
、
や
か
ん
、
若
干
数
の
皿
な
ど

を
配
置
し
て
い
ま
す
が
、
紙
コ
ッ
プ
や
紙

皿
な
ど
、
使
い
捨
て
容
器
を
利
用
い
た
だ

く
な
ど
、
ゴ
ミ
の
処
分
も
含
め
て
利
用
者

に
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
災
害

対
策
備
品
等
は
6
か
所
に
分
散
し
て
配
備

し
て
お
り
、
一
時
的
な
避
難
場
所
で
あ
る

中
央
町
民
会
館
に
は
配
備
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
指
定
避
難
場
所
で
あ
る
天
塩
小
学
校

の
駐
車
場
敷
地
に
お
い
て
災
害
用
備
蓄
コ

ン
テ
ナ
を
設
置
し
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
食
料
品
に
つ
い
て
は
、
フ
リ
ー
ズ
ド

ラ
イ
食
品
を
メ
イ
ン
に
備
蓄
し
、
食
器
等

が
な
く
て
も
お
湯
や
水
を
入
れ
る
だ
け
の

調
理
不
要
で
袋
の
ま
ま
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

①
急
須
、
や
か
ん
等
が
配
置
さ
れ
て
い
る

が
内
部
が
茶
色
い
。
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
等

の
お
湯
で
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
お
湯
は
ど
う
沸
か
す
と
い
う

の
か
。
食
器
類
は
十
数
名
分
程
度
、
揃
え

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

②
冷
房
設
置
の
考
え
は
。

③
故
障
箇
所
は
2
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
直
っ

て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
く
。
再
度

確
認
を
。
葬
儀
で
利
用
す
る
際
に
葬
儀
関

係
者
が
自
ら
除
雪
し
て
い
る
と
聞
く
。
委

託
事
業
者
に
利
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ス
ム

ー
ズ
に
伝
え
て
い
る
の
か
。

④
利
用
者
か
ら
は
、
ガ
ス
周
り
や
水
の
落

と
し
方
な
ど
が
わ
か
ら
な
い
と
聞
く
。
使

い
方
を
利
用
者
に
説
明
し
て
い
る
の
か
。

中
央
町
民
会
館
を

　
　
　
　

利
用
し
や
す
く

利
用
し
や
す
い
運
営
を

町
長

①
食
器
類
に
つ
い
て
は
、
ど
の
程
度
ま
で

用
意
す
べ
き
か
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
常
時
人
が
い
る
施
設
か
ら
冷
房
施
設
等

の
整
備
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
中
央

町
民
会
館
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
央
町
民
会
館
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

は
昨
年
か
ら
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
こ
う
い
っ
た
指
摘
を
受
け
な
い
よ
う

対
応
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
業
者
と
の
調
整
を
し
っ
か
り
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

④
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
掲
示
し
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
近
く
に
掲

示
し
て
改
善
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
民
課
長

町
長

▲多様な用途で利用される中央町民会館

長山 志津子 議員
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①
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
令

和
7
年
4
月
か
ら
国
が
費
用
を
助
成
し
、

定
期
接
種
化
が
決
定
さ
れ
た
が
、
天
塩
町

で
の
助
成
内
容
と
自
己
負
担
額
は
。

②
生
ワ
ク
チ
ン
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
二

種
類
が
あ
る
が
、
接
種
希
望
者
が
選
択
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

③
接
種
体
制
は
。

①
天
塩
町
で
は
50
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

助
成
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
接
種
時
の
年
齢
に
よ
り
定
期
接
種
ま

た
は
任
意
接
種
と
な
り
、
年
齢
に
よ
り
一

部
助
成
の
額
が
異
な
り
ま
す
。
（
詳
細
は

表
の
と
お
り
）。

　

ま
た
国
で
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
に
よ
り
日
常
生
活

が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
方
も
定
期
接
種
と
し
て
お
り
、
本
町

で
は
18
歳
か
ら
59
歳
ま
で
の
同
様
の
障
害

が
あ
る
方
も
助
成
対
象
と
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
主
治
医
や
保
健
師
へ
の
相
談
を
通
し
て

接
種
希
望
者
に
選
択
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

③
集
団
接
種
と
個
別
接
種
の
二
つ
の
方
法

で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
福
祉
課
に
電

話
で
申
し
込
み
い
た
だ
き
、
接
種
券
を
送

付
後
に
、
町
立
病
院
に
て
接
種
を
受
け
自

己
負
担
額
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
流
れ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
回
覧
等
で
お

知
ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
代
理
申
込
は
可
能
か
。

②
ワ
ク
チ
ン
選
択
に
あ
た
り
、
ア
ド
バ
イ

ス
は
も
ら
え
る
の
か
。

③
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
希
望
す
る
場
合
、

2
回
目
の
接
種
日
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

④
任
意
接
種
（
定
期
接
種
以
外
の
接
種
）

の
自
己
負
担
金
額
は
同
額
か
。

⑤
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
の
詳
細
は
。

①
知
人
等
に
よ
る
代
理
申
込
は
可
能
で
す
。

②
接
種
の
方
法
、
有
効
期
間
を
説
明
し
、

一
緒
に
考
え
て
い
く
よ
う
な
形
と
し
、
最

終
的
に
は
接
種
希
望
者
が
選
択
で
き
る
よ

う
お
話
し
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

町
長

③
分
か
る
よ
う
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

④
同
額
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

⑤
重
篤
な
副
反
応
は
非
常
に
ま
れ
で
す
が
、

因
果
関
係
な
ど
の
審
査
等
が
あ
る
の
で
、

接
種
を
し
た
医
療
機
関
、
健
康
被
害
の
診

療
を
行
っ
た
医
師
に
相
談
い
た
だ
き
、
不

明
点
が
あ
れ
ば
福
祉
課
で
も
相
談
を
受
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
被
害
に
つ
い
て
、
重
篤
な
被
害
は

ま
れ
と
の
こ
と
だ
が
、
無
い
と
は
限
ら
な

い
。
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
重
要
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
が
安
全
・
ス
ム
ー

ズ
に
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
環
境
が
整

え
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。

福
祉
課
担
当
課
長

山本 春光 議員

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　

助
成
内
容
は

50歳～64歳

65歳以上

50歳～64歳

65歳以上

種　類 接種回数

※定期接種対象者以外は任意接種として実施し、同額の自己負担で接種可能。
※助成は生涯で1人1回に限る。不活化ワクチンは2回の接種で助成1回分として扱う。

1 回

2 回

9,000円

23,000円
（1回あたり）

生ワクチン

不 活 化
ワクチン

単　価

4,500円

3,000円

11,000円×2回

7,000円×2回

4,500円

6,000円

12,000円×2回

16,000円×2回

自己負担額 町負担額
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一般質問
　

住
民
へ
の
広
報
手
段
と
し
て
各
家
庭
や

事
業
所
に
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
を
設
置
し
、
医

療
や
福
祉
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め

ざ
し
、
大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
べ
く
導

入
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

　

市
街
地
の
光
回
線
整
備
の
進
捗
状
況
と
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　

市
街
地
の
光
回
線
整
備
は
東
日
本
電
信

電
話
株
式
会
社
の
整
備
に
よ
り
平
成
24
年

10
月
よ
り
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
、
市
街

地
全
域
が
整
備
さ
れ
て
い
る
状
況
と
把
握

し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、

端
末
購
入
の
ほ
か
、
専
用
サ
ー
バ
ー
の
設

置
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
が
必

要
と
な
る
た
め
高
額
な
費
用
が
予
想
さ
れ
、

導
入
は
厳
し
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

情
報
伝
達
手
段
と
し
て
「
ア
ッ
ト
・
イ

ン
フ
ォ
カ
ナ
ル
」
、
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防

災
情
報
」
「
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
に
て
行

政
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
で
発
信
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、
広
報
て

し
お
や
回
覧
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
従

来
の
発
信
方
法
も
併
用
し
な
が
ら
き
め
細

や
か
な
情
報
発
信
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
は
見
守
り
な
ど
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
災
害
時
に
も
大
変
心
強
い
シ

ス
テ
ム
と
考
え
る
が
、
機
器
更
新
時
に
多

額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
の
も
現
実
で
、

町
長
の
言
う
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

　

そ
れ
な
ら
ば
、
現
在
の
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
見
直
し
を
提
案
す
る
。
留
萌
市
な
ど

で
導
入
さ
れ
て
い
る
「
ス
マ
ー
ト
公
共
ラ

ボ
」
と
い
う
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
が

あ
る
。
町
か
ら
は
提
供
す
る
内
容
を
選
択

で
き
、
利
用
者
も
受
信
す
る
内
容
が
選
べ

る
の
で
不
要
な
情
報
が
入
っ
て
こ
な
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
取
り
残
さ
れ
な
い
た

め
に
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
充
実
さ
せ
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
は
。

　

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
イ
ン
フ
ォ
カ
ナ
ル
の

普
及
促
進
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
き
め
細
や

か
に
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
一
方
で
、
毎

日
の
よ
う
に
流
れ
る
こ
と
で
煩
わ
し
く
感

じ
る
方
も
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
提
案
の

あ
っ
た
ス
マ
ー
ト
公
共
ラ
ボ
に
つ
い
て
も

勉
強
し
な
が
ら
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
み
、
人
手
不
足
も
慢
性

化
す
る
中
、
作
業
効
率
を
高
め
な
が
ら
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
国
は
、
地
方
に
住
ん
で
い
て
も

都
市
と
変
わ
ら
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
見
直
し
を

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
充
実
さ
せ

サ
ー
ビ
ス
向
上
を

町
長

町
長

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
光
回
線
を
整
備
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
助
成
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る

が
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の
デ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
各
自
治
体
に
問
わ
れ

る
見
極
め
力
の
差
が
出
る
と
さ
れ
て
い
る
。

様
々
な
手
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
地
域
住

民
の
現
在
抱
え
る
問
題
を
改
善
す
る
よ
う

努
め
て
ほ
し
い
。
町
長
の
考
え
は
。

　

現
在
、
行
財
政
改
革
を
3
つ
の
チ
ー
ム

に
分
け
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の

中
に
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
対
応
に
関
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
改
革
チ
ー
ム
を
含
め
、

勉
強
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

町
長

▲町公式ＬＩＮＥ

桑田 孝彦 議員

令和７年４月25日配信
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①
現
状
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
中
、
第
2

期
天
塩
町
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
る
も
い
農
協
の
天
塩
地
区
運
営
委
員
会

と
の
関
わ
り
は
。

③
農
業
が
天
塩
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
の
方
向

性
を
い
ち
早
く
と
ら
え
て
対
策
を
取
る
べ

き
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

①
同
ビ
ジ
ョ
ン
は
令
和
3
年
度
に
見
直
し

を
行
い
、
令
和
4
年
度
か
ら
8
年
度
ま
で

を
期
間
と
し
て
い
ま
す
。
関
係
機
関
と
協

議
の
上
、
農
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な

が
ら
評
価
、
見
直
し
を
進
め
、
新
た
な
天

塩
町
農
業
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
に
つ
い

て
、
改
め
て
相
談
し
ま
す
。

②
農
協
内
の
組
織
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
が
、
協
議
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
町
と

し
て
も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
飼
肥
料
の
高
騰
に
よ
る
影
響
は
厳
し
い

と
認
識
し
て
お
り
、
他
の
町
村
長
と
連
携

し
な
が
ら
情
勢
の
厳
し
さ
を
訴
え
、
改
善

で
き
る
よ
う
国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。
ま

た
町
単
独
で
も
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
3
年
間
、

さ
ら
に
新
規
就
農
を
目
的
に
5
年
間
で
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
も
ら
う
、

作
目
は
酪
農
に
限
ら
ず
に
、
畑
、
鶏
、
豚
、

羊
、
ハ
ウ
ス
栽
培
、
カ
フ
ェ
、
飲
食
店
な

ど
を
天
塩
で
営
ん
で
も
ら
う
体
制
が
あ
れ

ば
良
い
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
考

え
方
を
伺
う
。

②
新
規
就
農
を
受
け
入
れ
た
い
農
家
の
調

査
を
毎
年
行
っ
て
い
る
の
か
。

①
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集
の
中
で
、
農

業
、
ヘ
ル
パ
ー
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
、

新
し
く
入
れ
込
も
う
と
思
い
ま
す
。

②
情
報
が
入
っ
た
場
合
は
、
農
協
と
と
も

に
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
新
規
就
農
に
繋

が
る
よ
う
な
形
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
協
の
考
え
る
こ
と
に
自
治
体
が
後
押

し
・
協
力
し
て
い
く
考
え
方
は
理
解
す
る

が
、
こ
れ
か
ら
の
天
塩
農
業
を
考
え
た
時

に
そ
れ
で
良
い
の
か
。
経
済
団
体
と
異
な

り
、
自
治
体
は
「
儲
か
ら
な
い
、
赤
字
に

な
る
か
ら
天
塩
町
を
や
め
ま
し
た
」
と
い

う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
積
極
的
に
動
か

な
け
れ
ば
自
治
体
の
継
続
は
難
し
く
な
る
。

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
成
果
が
我
々
に
届

知
恵
と
や
る
気
を
も
っ
て

早
急
な
対
策
を

町
長

か
な
け
れ
ば
駄
目
だ
。

　

搾
乳
農
家
戸
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る

中
、
早
急
に
対
策
を
考
え
る
べ
き
。

　

天
塩
町
全
体
に
必
要
な
も
の
は
知
恵
と

や
る
気
。
町
長
の
思
い
を
伺
う
。

　

ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て
は
人
件
費
、
募
集

に
係
る
経
費
の
補
助
の
ほ
か
、
担
い
手
協

議
会
か
ら
家
賃
な
ど
側
面
的
な
助
成
も
し

て
い
ま
す
。
喫
緊
の
課
題
と
思
っ
て
お
り
、

協
力
隊
の
募
集
に
つ
い
て
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
家
戸
数
の
減
少
に
つ
い
て
非
常
に
危

機
感
を
持
っ
て
お
り
、
町
、
農
協
、
農
業

者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
知
恵
と
や
る
気
に
つ
い
て
十

分
承
知
し
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

町
長

町
長

農
林
水
産
課
参
事

▲酪農業は天塩町の基幹産業

渡辺 修勝 議員

こ
れ
か
ら
の
農
業
を

　
　
　
　
　

ど
う
考
え
る
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総務文教常任委員会所管事務調査総務文教常任委員会所管事務調査
12月12日 天塩高校に対する支援

ふるさと納税
財政の現況について

天塩高校に対する支援
ふるさと納税
財政の現況について

①天塩高校に対する支援ついて
　過疎対策債の借入及びそれに伴う交付税算定
により、約4,000万円の予算額に対し、交付税
算定予定額を除いた額はその4割程度、約1,700
万円とされているが、経費負担のあり方につい
て、通学圏域の関係自治体と協議することが必
要と考えられる。

③天塩町財政の現況について
　令和６年度の各基金合計で見ると、積立金額
が1億7,700万円であるのに対し、同じく取崩
金額は約4億6,600万円であり、前年度と比較
して約2億8,900万円の減少となる予定である。
酪農振興基金は活用（貸付）されていない状況
にあり、基幹産業の底上げにつながるよう運用
方法や制度の見直しを検討されたい。

②ふるさと納税について
　従来の特産品（主として食品、飲料）だけで
なく、体験型の返礼品（アクティビティ、滞在）
の導入のほか、返礼品の開発に関わる組織の創
設も検討されたい。

調査内容・意見

産業厚生常任委員会所管事務調査産業厚生常任委員会所管事務調査
12月19日 町立国民健康保険病院の

運営状況について
町立国民健康保険病院の
運営状況について

　令和３年度から令和５年度までの医業収益及び医業
費用の推移を見ると、医業収益が減少傾向にある一方
で、医業費用は増加傾向にある。医業収益の減少につ
いては入院・外来患者数の減少、医業費用の増加につ
いては人件費や物価高騰がそれぞれ原因とされている。
　経営状況の一面を示す数値として、令和３年度と令
和５年度の入院患者数及び外来患者数を比較すると、
入院患者数は9,001人から7,512人に、外来患者数では
21,886人から17,439人へと減少している状況にある。
経営改善に向けて各種取組が行われつつも、令和6年

度も多額の赤字が生じる見込みである。改めて入院・
外来患者数の減少の要因が検証され、少しでも経営改
善につなげられるよう、引き続き努力されることを望む。

調査内容・意見

653,283,472

33,400,294

48,484,829

568,199

231,549,168

138,038,372

407,719,666

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000
令和3年度

21,886

17,439

7,512
9,001 9,074

19,388

入院・外来患者数の推移

外来患者数

令和4年度 令和5年度

財政調整基金

減債基金

町営草地基金

国鉄羽幌線代替輸送確保基金

振興基金

地域福祉基金

ふるさと応援基金

基　金　名

（単位：円）

残　　高

136,501,222

187,009,289

30,167,667

46,050,376

500,000

10,000,000

1,923,272,554

酪農振興基金

国民健康保険財政調整基金

介護給付費準備基金

森林環境譲与税基金

まち・ひと・しごと創生基金

光ケーブル設備等管理運営基金

基　金　名

合　　　計

残　　高

各基金の残高（令和6年度積立て・取崩し後の予定）

入院患者数



今回の表紙

この議会だよりは、わかりやすく、読みやすい　　　　　　を使用しています。

こどもの日お祝い会

　４月25日、認定こども園おひさまにて「こどもの日お祝い会」が行わ
れました。
　こどもの日のおはなしを聞いたあと、みんなで元気いっぱい「こいの
ぼり」を歌いました。毎年恒例のおすもう大会では子どもたちが大きな
歓声を受けながら一生懸命相撲を取っている姿がかわいかったです。

【発行】天塩町議会 　〠098-3398  北海道天塩郡天塩町新栄通８丁目　☎01632-2-1001（代表）
【編集】議会広報広聴委員会　［委員長］後藤　忍　［副委員長］山本春光　［委員］長山志津子　桑田孝彦　

議会を傍聴しませんか？

第２回定例会は
6月19日・20日を
予定しています。

議会の動きは
天塩町ホームページをチェック 天塩町議会

議会では町民の皆さんから
要望や提案などのご相談を
随時受け付けております。
お気軽に事務局までお問合
せください。

優勝しました！！


